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山本竟山と呉昌碩の文人交流
蘇 　　　　浩
The Literati exchanges between Yamamoto Kyôzan and Wu Changshuo
SU Hao
Yamamoto Kyôzan （1863～1934） was a famous literati calligrapher and collector, 
and he has travelled to China seven times across Meiji, Taisho and Showa period. There 
were three fruitful meetings between Yamamoto Kyôzan and Wu Changshuo （1844～
1927）. Wu Changshuo played an important role in the formation of Kyôzan’s Chinese 
literary network. Kyôzan and Wu had a common point on inscription, and Wu introduced 
various literatians to Kyôzan in order to spread the vision as a calligrapher. Kyôzan also 
expressed respect for Wu Changshuo of longing, and often seeking Wu’s works and 
purchasing his works, and acquiring the spirit of art creation. It was thought that having 
fostered the aesthetic eyes and inquisitive spirit for the stone monument was incapable of 
replacing the real thing, and that it would have been great benefit to Kyôzan from the 
friendship with Wu Changshuo. Wu introduced the collection of stone monuments and 
books, was promoting the exchange of calligraphy culture between Japan and China.
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はじめに
　明治十三年（1880），書家の楊守敬（1839～1915）が，清国初代公使である何如璋（1838～1891）の随
員として派遣され来日した。楊守敬はこの時，一万数千点にも及ぶ碑板法帖を携えており，これが日本
の書道界に大きな影響を与え，以後，北朝の碑板石刻を尊ぶ，いわゆる碑学派の書風が日本でも盛んに
なった。近代の書を代表する人物として挙げられる日下部鳴鶴（1838～1922）は，頻繁に公使館で楊守
敬と交流し，書法理論などの教示を求め，書物と碑法帖を借り受け，莫大な新資料に開眼した。鳴鶴門
の書家の中で四天王の一人と呼ばれた山本竟山（1863～1934）は，楊守敬によって持ち込まれた新しい
書法の刺激によって，斬新で爽やかな書風をつくり上げて頭角を現した。また，鳴鶴の紹介で楊守敬と
師弟関係を結び，七回（1902，1903，1906，1910，1912，1921，1930）にわたって中国に遊学し，多く
の文人とネットワークを組んで，北碑の真髄を習得し，夥しい法帖碑版を日本へ持ち帰った。七回の中
国の遊学の中で，文墨界の巨匠である呉昌碩（1844～1927）と上海で三回面会し，文人的交流を果たし
た。一方，呉昌碩は，日下部鳴鶴，長尾雨山（1864～1942）などの日本人と書簡などで交流を深めてネ
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ットワークを結成したが，竟山もその一人であった。
　これまで，書家の山本竟山と呉昌碩の研究については，松村茂樹氏1）による竟山あて呉昌碩書簡の解
読と，香取潤哉氏2）による竟山の昌碩書画蒐集の考察があるが，その他はほとんど存在しない。なお，呉
昌碩と日本人士という広い視野からの研究は，松村茂樹氏著『呉昌碩研究』（東京：研文出版，2009年）
と「日本における呉昌碩の受容」（『中国近現代文化研究』 9号～18号の連載）がある。本稿では，これ
らに示唆を受けつつ，竟山と昌碩の接点と親交を，これまで紹介されていない山本家などに残された書
簡や書画作品を手がかりに検証したい。
一，竟山と昌碩の略歴
　山本竟山（1863～1934），名は由定，通称は卯兵衛，別号は襲鳳，岐阜県生まれである。1904～1912年
の八年間にわたり台湾総督府の嘱託（文化顧問）を務め，台湾書道の発展に貢献した。1912年に京都に
移り，多くの子弟を指導して，関西書壇にその名を轟かした3）。また，天皇家に上書する代書や，名跡・
文化財の碑石の揮毫をしばしば依頼され，金石法帖や書画などを数多く網羅・蒐集する書道教育家でコ
レクターでもあった。さらに，書壇において泰東書道院・日本美術協会・東方書道会・関西書道会など
の顧問・審査長（員）を務め，書道グループ平安同好会の発足と複数の書の展覧雅会を主催・協力する
という目立った業績が語られている。しかし，資料不足が原因で，明治，大正，昭和にわたって稀に見
る活躍をした山本竟山の研究と顕彰は未だ少ない。
　清朝末期から民国にかけて文墨界の巨匠である呉昌碩は，詩・書・画・印ともに優れた才覚を見せ，
独自の風格を誇り，今なお人々を魅了してやまない。氏の略歴について，中谷伸生氏『呉昌碩と富岡鉄
斎：東アジアの近代文人画』4）を参照する：「原名は俊あるいは俊卿，字は蒼石あるいは蒼碩，別号は昌
石，昌碩，缶盧，大聾，苦鉄などである。民国元年（1912）六十九歳の時に名を昌碩と改め，以後，呉
昌碩として活動を続けた。幼少期から篆刻を学んだが，咸豊十年（1860）に太平天国軍が村へ侵攻した
ことから故郷を離れ，湖北や安徽地方を父とともに放浪し，その後に故郷近くの石蒼塢（安吉県迂迢村）
に落ち着き，農家で日雇いの仕事を行って日々の生活を凌いだと伝えられている。字の「蒼石」はこの
地に由来している。苦難の時期は，およそ五年間も続いたようであるが，貧困と苦汁の生活が，後年の
呉昌碩の作品の根底を支えたともいわれる。こうした辛酸をなめる青年時代を送った後の二十歳過ぎか
ら書に打ち込むようになる。また，詩文を学んで，四十四歳の時に篆刻，絵画，書，詩文の幅広い制作
活動に乗り出し，上海に拠点を設けて制作活動を始めた。これが最初の上海時代で，生計を立てるため
1）	「日本における呉昌碩の受容・明治編」，『中国近現代文化研究』第 9号，2008年。
2）	香取潤哉「第四章	山本竟山的書學研究歷程與成就」，『「昭和書豪」山本竟山─日本治臺時期旅臺書家研究』，国立台
湾芸術大学修士論文，2006年，495～570頁。
3）	門下に佐々木惣一（憲法学者・文化勲章受賞），湯川秀樹（ノーベル物理学賞受賞）等が挙げられる多彩な方面の人
たちが集まっていた。
4）	『東アジア文化交渉研究』第11号，167-168頁。
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に売画生活に入ったという」。呉昌碩は，篆刻を中心とする学術団体である西泠印社5）の初代社長を務め，
金石や篆刻の資料を収集する研究に打ち込んだ。
二，最初の出会い
1 ，上海での初めての出会い
　明治二十四（1891）年，日下部鳴鶴は，五ヶ月にわたり中国へ遊学したが，これが呉昌碩との親交の
始まりであった。明治三十六年（1903），41歳の竟山が第二回の中国遊学を果たした際，鳴鶴の紹介で呉
昌碩と交流を始めた。これに関しては，杉村邦彦氏の研究論文「陳年画楊守敬呉昌碩題賛日下部鳴鶴肖
像考」6）があり，竟山宛て鳴鶴の書簡を手掛かりにして，竟山が鳴鶴の写真を借りて中国に渡り，呉昌碩
の弟子陳年（1877～1970）に鳴鶴肖像を描いてもらい，また，楊守敬（1839～1915）と呉昌碩の着賛を
求めた経緯を解読している。呉昌碩は鳴鶴の肖像画に対して七言詩を題賛したが，これは落款「癸卯五
月」から1903年における竟山の第二回の中国遊学の時期であることが分かる。呉昌碩を竟山に紹介した
鳴鶴の書簡や紹介状などは発見されていないが，竟山の師である鳴鶴の紹介で交誼を始めたことが推測
できる。次に，初めて会った時の尺牘や書作を取り上げ，文人的交流の状況を考察したい。
図 1 図 2 図 3 図 4
図 1釈文　昨日失迓，罪甚，鳴鶴翁畫領到。知其康疆多福，著作等身。筆陣縱橫，古人如見。聞阁
5 ）	西泠印社は，中国浙江省の杭州市にあり，清代末期の光緒30（1904）年，丁仁・王禔・葉銘・呉隠ら四人の篆刻家
たちが，篆刻振興と伝統継承を目的として，金石学および印について研究を行っていた学術団体である。当初は社
長がいなかったが，のちに1913年呉昌碩が初代社長として推挙された。当時の社員には江南を中心とする各地の篆
刻家，収集家，学者などが含まれていたが，日本人社員は河井荃廬（1871～1945），長尾雨山（1864～1942）である。
6）	杉村邦彦『墨林談叢』，柳原書店，1998年，123～137頁。
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下購求金石碑版，精妙絶倫，可否賜観一開眼界。亟惠貴国漆器感謝感謝，此後印石不致散漫矣。竟
山先生。弟俊卿頓首。
図 2釈文　竟山先生　　長江變春酒
風光旭館酒初酣，九友談諧鬨一龕。趺坐一聲齋脱冒，似随我佛誦和南。
竟山要飲扈上旭館，賦此志謝，坿彔此聯以博一哂。癸卯花朝，昌碩客小長盧館南楼。
図 3釈文　癸丑暮春三月，東瀛山本君竟山来遊姑蘇，嘱題寒山破佛，即席率成二十八字，乱用昌碩
先生原韻。買書買畫到江南，船泊楓橋酒興酣。遊罷寒山歸去也，載將破佛共詩龕。清国餘姚飯牛戚
牧。（朱文方印：飯牛）
図 4釈文　鳴鶴翁詩本，容携去細读。闻君欲作蘇杭之游，是否？到蘇可访俞曲園先生，文小坡內翰，
顧鶴逸布衣，费圯懐太史，金心蘭諸公。大箸印譜请賜観。
　「鳴鶴翁畫領到」の畫（画）は，陳年に依頼した「日下部鳴鶴肖像」と推測される。この肖像画を受領
し，その上に着賛する予定であった。「聞阁下購求金石碑版」から，恩師鳴鶴の肖像画を依頼しただけで
なく，竟山は中国で金石碑版を蒐集したことも分かる。また，「精妙絶倫，可否賜観一開眼界」から，呉
昌碩は竟山の鑑賞眼に感服し，竟山の購入品の拝見を希望していたことが読み取れる。
　京都国立博物館には，呉昌碩筆隷書一行「長江変春酒」（図 2）が所蔵されている。癸卯（1903）の花
朝（陰暦二月の異称）に寄寓した小長盧館7）の南楼にて呉昌碩が題跋した七言詩である。旭館という場
所で，呉昌碩は竟山の誘いに応じ，同席者九人と共に春酒を飲みながら，旧友のように話し合った。お
礼として即席で賦した詩文を贈り，その「竟山先生」の四文字はいささか斜めで，酔っ払っていたよう
に見えるが，「長江變春酒」の題字は酒のように流動性に満ちている。松村茂樹氏は，山本家に残される
詩箋によって，呉昌碩は，おそらく席上でまず詩箋を竟山に与え，後に正式に隷書条幅を贈呈したと推
測する8）。
　図 3の尺牘は，寧波余姚の文人戚牧9）の詩箋で，蘇州寒山寺の仏像について竟山に嘱された詩作であ
る。「乱用昌碩先生原韻」は，前掲呉昌碩の題詩「長江變春酒」の韵を借用したことを指しており，読ん
でみると両方が「AN」韵を押している。昌碩の題詩をよく知っていた戚牧は，「九友談諧鬨一龕」の「九
友」の一人であると判断できる。「買書買畫到江南」は，芸術の真髄を探求し，中国江南地方へ書画を蒐
集する竟山の熱心な姿を伝えている。1903年春，竟山は上海で呉昌碩と出会ったのちに，上海を去り蘇
州への旅に向った。続いて，竟山の蘇州への遊学について，文人的交流のネットワークを考察する。
7）	主人は実業家の寧波富商厳信厚（1838～1907）で，書画家，教育家でもあった。字は筱舫または小舫，号は石泉居
士。浙江省寧波の慈渓出身。1862年，李鴻章の幕僚となり，その後実業界に転じ，中国で最初の綿繰工場と，中国
資本による最初の近代的機械紡績工場を設立した。その他多くの製麺所や製油所などの工場や海運業，あるいは唐
沽鉄路・寧波鉄路などの鉄道業に投資をしていた。書道家・画家としても知られ，書は趙孟頫の書風に似ており，絵
画は蘆雁図で知られた。『小長蘆館集帖』12巻を残している。
8）	「日本における呉昌碩の受容　明治編」，『中国近現代文化研究』第 9号，2008年，70頁。
9）	戚牧（1877～1938），字和卿，一字飯牛，号牛翁。浙江寧波の余姚人。寧波南社の早期社员である。
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2 ，蘇州への旅
　図 4の尺牘は，上海で竟山に与えた呉昌碩のものである。内容によれば，竟山は昌碩に鳴鶴肖像画へ
の着賛を依頼しただけでなく，鳴鶴の詩文を昌碩に贈呈している。また，蘇州在住の友人を竟山に紹介
した。初期の呉昌碩は，書家や学者に師事して売文・売芸で身を立てるべく蘇州の地に居を構えた。そ
こで金石古印の権威であると同時に，大蒐集家でもあった呉雲，藩祖寅，吳大瀓などと知遇を得，多く
の友人，恩師，門人と出逢った。蘇州の文人や収蔵家を竟山に紹介するために，呉昌碩は一冊の訪問紹
介状を書き上げ，友人の顧鶴逸10），文小坡11），徐子静12），金心蘭13）ら四名を竟山に紹介した。いずれも有名
な文人大家であるが，同冊には呉昌碩の友人厳義彬からの紹介状二枚も見つかった。
図 5釈文　鉄瓶巷顧鶴逸先生台啟，昌碩手稿，初四。鶴逸六兄大人閣下，別後仍住虹口，子陵処委
得義渡局，已到差矣，仍住羅処。刻有東友山本竟山先生遊歷姑蘇，意欲識荊，乞賜進見為幸。竟翁
詩書畫均妙，其師範即日下鳴鶴，鳴鶴，弟亦豪仰其名者，著有『論書』一冊，其必送鑒，並乞拾於
冷香処，並曲園先生処，以及各有文墨数公等，至禱。専此敬懇，敬叩。道安。弟俊頓首。
図 6釈文　五兄所患想已告愈，念念。馬醫科文小坡先生台啟，初四日，昌碩手稿。叔問，先生鑒日
作晋謁，間染清恙，想已就痊矣，念念。吳侍郎到已十余日，本初公亦嘗談及先生法絵，何不駐滬養
病耶。茲有日本名士山本竟山先生作蘇一遊，願亦識荊渠專訪時，乞即惠見為幸。弟現寓虹口三元宮
後厳小舫観察家，到滬可時時晤教。専懇敬叩。道安。弟俊頓首。
図 7釈文　敬煩山本竟山先生帶交蘇州葑門內，帶城稿下堍裕大錢莊盧少棠先生台啟。子均手椷。
兹有日本友人山本竟山来蘇遊歷，人生地疏，凂為一牋介紹，俾得問津之路。為此希函懇託，如山本
君投来来訪，即希賜見，中日言語雖然不通，可以筆談，此公亦通人也。有擾。（後略）厳義彬頓首。
図 8釈文　飭呈蘇州升平梧衙，徐大人子静台啟。缶識上。初十日。子静老哥大人閣下，昨接示知聚
仰観察到滬即往看，僅晤一面當未談及拓本事。渠有数日耽閣，容読希陳。茲有懇者東友山本竟山，
名由定来遊歷姑蘇，意欲識荊，到時乞請其進見高談。竟山書法高超，熟於金石文字者，為俊旧友日
下鳴鶴之高弟子也。俊於三月朔到差，以荒廟殊（殊）雜，下榻仍寓小舫観察処，稍有筆墨事而病臂
勉力為之，亦苦事也。専此敬懇，敬叩。痊安。弟俊頓首。初十。
図 9釈文　西美巷內閣処，金心蘭先生為荷。缶識，初十。
10）	顧鶴逸（1865～1930），蘇州出身の書画家，収蔵家であり，本名は麟士，西津漁夫，鶴廬主人などと号した。	清末
著名な書画收藏家顧文彬の孫である。文彬は有名な蘇州園林の怡園を作り，中の過雲楼を書画収蔵の場所にした。鶴
逸は怡園を拠点に，書画の同好を集めて定期のサロン「怡園画集」を主催し，呉昌碩はその主要メンバーであった。
また鑑識にも優れ，先祖の蒐集をさらに豊かにした。
11）	鄭文焯（1856～1918），遼寧省鉄嶺出身，能書家，詞人。字は小坡，号は叔問，大鶴山人，鶴道人。南北書法の融合
を図った点が書の大きな特徴であるが，残された作品はたいへん数が少ない。顧鶴逸が主催した社団「怡園画集」の
主要メンバーであった。
12）	生卒不詳，安徽石埭人，字子静，金石学問家である。晩年蘇州に寓居し，諸名流金石を考定し，筆墨に託した。『広
印人伝』などを著した。1902年に吴昌硕の149方刻印を編輯し，『観自得斎徐氏所藏印存』六册に上梓した。
13）	金心蘭（1841～1909），名湅，字心蘭，号冷香，自署冷香館主人，蘇州出身の画家。山水・花卉を得意とし，梅に特
長があるといわれる。呉昌碩と顧鶴逸とかなり親交があり，「怡園画集」の主要メンバーであった。
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図 5（顧鶴逸） 図 6（文小坡）
図 7（「敬煩」からは盧少棠） 図 9（金心蘭）
図10（寧波旅への手配） 図11
図 8 （徐子静）
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冷香主人鑒別後於三月朔日接差，以荒廟不能下榻，仍住虹口厳公館内。茲有懇者東友山本竟山来蘇
遊歷，属弟介紹，請渠晤談。竟山為鳴鶴先生高弟，書法精妙，筆致高古，蘇州同好諸君敬乞為招呼，
同識東瀛高士也。専此敬叩。道安。弟俊頓首。
図10釈文　冕卿表兄大人閣下，兹有東瀛友人山本竟山君，名由定来甬，遊観天童名勝，係弟交好。
今為招呼在號中留飯及代雇船邦等事分神，一亦此君文墨其佳，言語不通可用筆談。（後略）表弟厳義
彬頓首。
　六枚の訪問紹介状のうち，図 7 と図10は厳義彬が書いたもので，残りの四通は呉昌碩の手稿である。
昌碩の紹介状は，主に「日本の友達山本竟山先生は，蘇州を遊歴しに来て，氏が貴方へ訪問交流するた
めに紹介する。氏の書法は巧妙で，金石文字にも優れている。彼の師範は我の旧友，名書家の日下部鳴
鶴である。日中言語は通じないが，筆談で交流ができる」という内容を伝えた。厳義彬（1872～1931），
名は子均，号は義彬で，前文に触れた呉昌碩が寄寓した小長盧館の主人厳信厚の息子である。書画を愛
し，家業を継いで実業家として活躍していた。厳義彬，蘇州金融界の有力者の盧少棠を紹介するととも
に，竟山の寧波の旅での飲食と交通の手配を，故郷のいとこに頼んでいた。蘇州と寧波の両氏にそれぞ
れ紹介状を書き上げ，竟山への特別の配慮を窺うことができる。また，冊の最後の頁に，竟山はメモ（図
11）を書き残した。北朝碑の大字と小字それぞれの優れた碑石の拓本を列挙した上，今回入手した崔敬
邑の「魏張公墓誌銘」拓本を臨書したことや，称賛すべき高い質の拓本であることを記している。
　若い頃，呉昌碩は蘇州に赴き，書家や収蔵家に歴代の金石や著名人の書画の真跡を見せてもらい，臨
書・鑑賞して大いに視野を広めたという。親友の日下部鳴鶴の弟子である竟山の面倒を見るのは人情の
常であり，また呉昌碩は，竟山の金石碑版を蒐集する意欲と真剣ぶりに感銘し，自身の苦労した記憶を
呼び起こしただろう。故郷を離れ，数多くの芸苑の名家と知り合いになり，この時期の交友，勉強が後
の捨てがたい基礎となった。竟山の向学心がもはや日本のみでおさまらず，中国で碑版を求め，教示を
乞い，楊守敬などの師を訪ねて旺盛な探究心を深める姿は，呉昌碩との相似点を浮き上がらせる。故に，
呉昌碩は知り合ったばかりの竟山に，中国でのネットワークをつくりあげるために，紹介状を与えたに
違いない。
三，十年後の再会
　竟山は，1904～1912年の八年間にわたり台湾総督府の秘書課の嘱託（文化顧問）を務めたが，中耳炎
のために台湾での職を辞し，1912年11月に京都へ戻り，岡崎に移住して，京都帝国大学で書道に関する
授業を行った。京都に帰って間もなく，50歳（1911）を迎えた竟山は，すぐに当時の中華民国へ渡航し，
上海で辛亥革命の争乱を避けていた恩師の楊守敬の安否を尋ねた。呉昌碩の年譜14）から，1912年に呉昌
碩は上海に移住しており，上海で再会したことが分かる。また，呉昌碩の尺牘と揮毫，竟山との筆談資
料が残されている。
14）	『わが祖父呉昌碩』呉長鄴著，河内利治・北川博邦共訳，東方書店，1990年，226頁。
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1 ，呉昌碩尺牘と「昌翁筆談」
図12 図13
図12釈文　河井仙郎已回貴国否？渠刻畫金石當又精進。俊頗思作東瀛游，遲之，又久因病軀之累人
也。昌碩頓首。
図13釈文　名標哲学出東儒，異地同文道不孤。我欲憑君問小柳，老夫箸述入編無。（小柳氏撰哲学襍
志，曲園箸述備載其中）文字知識首雨山，柳城遠訪識蒼顔。詩篇唱和郵筒逓，指日梅開春又還。（柳
城老人曽用自製梅牋，賀正後坿五律一首，遥知奉酬）篆籀精研許氏文，書家獨数竟山君。題籤贈扇
猶存箧，尚有羊欣白練裠。好客平生兼好游，海天觴詠集高儔。明年擬坿椉槎使，濯足扶桑万里流。
（倉石諸子，有明春東遊訪友之約）　壬子仲冬載晤，竟山先生於春申江上之題襟館，煑茗䛡旧賦此正，
就陽湖復丁佚老劉炳照未定草。
　「河井仙郎已回貴国否」の河井荃廬（1871～1945）は，近代日本の篆刻家で，中国に渡り呉昌碩に師事
し，金石学に基づく篆刻を日本に紹介し，その発展に尽くした。松村茂樹15）氏の研究によれば，明治三
十三年（1900）に河井荃廬が呉昌碩に入門して以来，ほぼ毎年訪問したことが判明する。「俊頗思作東瀛
游」については，呉昌碩はかなり前から日本へ遊学する意欲を高めていたが，結局，生涯実現できなか
った。実は，呉昌碩は日本行きを友人と計画したことがあったようである。その手かがりは，今回紹介
する竟山が上海に訪ねた際に与えられた劉炳照の詩作書簡である。
　劉炳照（1847～1917），名は銘照，字は伯蔭，号は語石，常州出身である。「壬子仲冬」は1912年の仲
冬であり，「春申江」は上海の黄浦江を指している。落款印に朱文長方印「語石」と白文方印「復丁遺
老」を捺している。劉炳照が当時の長尾雨山と竟山との交流を詠み，詩に賦して竟山に与えた。竟山の
中国友人のための題字や，扇面を書いたことが詠われており，竟山の書を賞賛した（「書家獨数竟山君」，
「題籤贈扇猶存箧」）。「倉石諸子，有明春東遊訪友之約」から，昌碩は確かに翌年（1913）の春に，日本
への旅を友人と計画したことが分かる。一方，再会した際，呉昌碩との筆談は，竟山による「昌翁筆談」
と題した自筆の封筒に保存されている。
15）	松村茂樹，「日本文化界呉昌碩関連年表」，『人間生活文化研究』26，2016年。
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図14 図15
図14釈文　竟山：暖爐昨日送信日本，今日托郵送来其前，老先生如要，弟所携者送上供用。
昌碩：寒士本不怕冷，请君代購者，为其物正精耳。我暖而君寒，其道不恕，遂请自用，早晚再见。
竟山：此箋鳴鶴翁及弟友人等恭所求法書畫，祈大揮，代申芹意。
昌碩：恐病臂弱擘，不足供大雅一咲，可否請緩幾日，阁下与鳴鶴之件可弗潤。聴有音之音者聾，聴
無音之音者聪16）。（白文方印：倉翁）
図15　釈文：朱文印面：聴有音之音者聾。白文款識：聴有音之音者聾，聴無音之音者聪。予之詺黃
龍塼研云，爾耳則聾，爾心則聰，意蓋取斯義焉。丙辰穀雨先一日。七十三叟大聾。
　前半部は，竟山と昌碩との間での「暖爐」の贈与をめぐる思いやりが分かるエピソードとなっており，
後半部は，昌碩に日下部鳴鶴諸氏のための書画を乞う交渉内容である。臂が病んでいた（「病臂弱擘」）
昌碩は，体の不具合でやむをえず延期することを謝り，続いて好きな名句「聴有音之音者聾，聴無音之
音者聪」を書いた。昌碩は，耳が聞こえなかった時期に，「聴有音之音者聾」という朱文方印（図15）を
刻んだようである。「有音」の音に左右されず，「無音の素直な心」に従うべく，純粋な芸術の会得を主
張していた。呉昌碩は，筆談を通して自己の芸術心を語った一方で，竟山を激励したのである。
16）	『淮南子』巻十七「説林訓」の「聴有音之音者聾，聴無音之音者聪。不聾不聪，与神明通」に出典。『淮南子』は，前
漢の武帝の頃，淮南王劉安（前179年 –前122年）が学者を集めて編纂させた思想書である。
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2 ，竟山ための揮毫
図16 図17 図18
図16釈文　藝術之美，世承其学，必有以伝。況祖父孫曾文采彪炳，朗朗如日月星者耶。衡山以降迄
于枕煙文氏，蓋四世矣。論其書法，宗尚頗同，片楮只享世所珍弆。今合四世之手翰，可為書苑之瑰
宝。中有枕煙致寒山求昏一願，且可掸考明氏礼俗之厚。近日風習，隳其大防。吾聞治国以礼，礼為
法原，礼廃則法失，国何以治？循念故俗，吾不禁愾然感中也。吾將迻録以貽好事，用足以存故俗之
一。其餘為朋好通問書札，流伝迄今，亦可征名流缟紵之雅，所媿荒謭，不能一一考證之。	癸丑二月
二日，異窗呉倉碩，時年政七十，客滬上面海楼中，弟十一行故字下奪俗字。
　1913年の春，呉昌碩は，自らが書した「芸術の談」の書簡を竟山に与えた。呉昌碩はこの書簡で，竟
山が蒐集した「文衡山」17）以降の文氏四代の書翰を称賛した上，それにもとづいて芸術の継承による発展
の重要性などを論じている18）。また近来，風習が衰え，国を治める根本としての礼法が没落しつつあるこ
とを心配し憤慨しながら，真善美の芸術に託して伝世の真髄を追求する志を竟山に打ち明けている。落
款の「癸丑二月二日」により，二ヶ月以上をかけた竟山の中国での旅は，いささか長く，収穫もさぞ多
かったと思われる。
　図17は京都高台院にある山本家の墓である。竟山墓碑の碣文「山本竟山先生墓」は，竟山の楷書作品
から集字してできたものである。一方，隣の両親の墓碣「釋	淨嶽信士，教里尼墓　壬子冬仲	呉昌碩」
は，呉昌碩の篆書題字であり，濃墨で揮毫した原軸（図18）は現在山本家に所蔵されている。「壬子」は
大正元（1912）年で，「冬仲」は冬の第二ヶ月を指し，大体1912年12月に完成した題字であろう。竟山両
親の墓碣の裏面に，「先考妣及弟光太郎	我長女ふく次男司馬次遺骨	大正十二年九月廿四日自岐阜市水造
町蓮生寺塋城移於此	山本由㝎立」という竟山の自書による墓誌が存在する。竟山は，呉昌碩と再会した
際，同年 9月24日故郷岐阜にあった家族の墓が京都に移動されたので，墓碣への題字を昌碩に依頼した
ことが理解できる。すでに触れた篆刻を中心とする西泠印社であるが，その初代社長を務めた呉昌碩は，
特に篆刻に優れ，竟山の両親の墓碑への揮毫を依頼されたことから，両氏の親交ぶりが窺える。後に三
17）	文徵明（1470～1559），蘇州人，明代の優れた画家，書家，文学者で，名は壁，号衡山居士，徵明はその字である。
18）	『大正癸丑京都蘭亭会への懐古と継承―関西大学図書館内藤湖南文庫所蔵品を中心に―』陶徳民，関西大学出版
部，2013年，114頁。
山本竟山と呉昌碩の文人交流（蘇）
371
回目に再会した際，竟山は昌碩に恩師の鳴鶴の墓碣の題字を依頼した。
図19釈文（題箱）吴缶翁青松白鶴図，竟山先生清賞，長尾甲敬題。
（賛）喬松如老龍，鱗甲怒欲飛。盤根錯節数千載，斛枝有鶴来雙棲。白鶴白似銀衣裳，丹頂交頸嬉好
比。新婚夫婦親結䄜，上有天半三朱露。下有三秀之靈芝，餐露茹芝壽期頤。我有一樽酒，祝君永齊
眉。我亦回采西山薇，白頭偕隱不苦飢。　合巹19）廿五年詔之，銀婚西俗也。竟山先生夫婦偕隐，索画
是幅。甲寅臘八日。呉昌碩。（白文方印：昌碩，右下隅に白文方印：缶無咎。）
　続いて，呉昌碩が竟山夫婦の銀婚を祝して揮毫した「白鶴青松図」を紹介する。箱書に，長尾雨山の
題跋と方印が残される。竟山の年譜20）により，1890年（28歳）に結婚し，甲寅（1914）は結婚25周年記
念日であったことが分かる。賛に「索画」があり，関連資料はないが，おそらく1912～1913年にかけて
の再会の期間に，竟山は昌碩に絵画を依頼したと推測される。
四，三度目の探訪
　大正十年（1921） 4 月10日，59歳の竟山は，京都を出発し，第六回の中国旅行に赴いた。第五回まで
の中国での日記は現存しないが，第六回の日記（図20）のみが山本家に保存されている。これに関して
は，すでに杉村邦彦氏が解読されており、「山本竟山遊支日記」（『書道文化』，2015）が上梓されている
（以下，「日記」として略す）。「日記」には，遊学の目的（江南遊歴）と同行した人々，及び訪問した場
所，交流した文人たちについて記述されている。上海到着後，竟山は，呉昌碩への三度目の探訪を果た
し，王震画，王震・何汝穆・呉昌碩題賛「山本竟山肖像」（図21）を贈呈され，その絵画を日本に持ち帰
った。
図21（呉昌碩題詩）釈文　十年不見好丰姿，聾耳誰云不入時。聴水聴風聴到老，不聞世事最便宜。
山本先生患重聴，予亦云然，天涯知己有如是耶，一亭画成，老缶涂之時辛酉三月同飲六三園中。
　呉昌碩の題跋は，上海の六三園で旧友と十年振りに再会したことを記している。記念として，竟山の
肖像を呉昌碩の弟子王震（1867～1938）が画き，呉昌碩が彩色した合作である。賛21）によれば，呉昌碩
も十年振りに旧知の竟山と会い，昌碩，王震，竟山三人共耳が遠く不自由になってきているが，世事の
雑音を聞かなくて済む由を喜び，しかしそれでも水を聴き，風を聴き，老いの到来を聴くことができる
と伝えている。天涯の知己とはかくのごとくあるべきものだと，遠く国を離れても親しさを認め合って
いたのである。一方，呉昌碩の潤格依頼について，大正十年（1921）六月三日の日記に，「吳缶翁依賴
件，画：四尺条幅，三，六鹿，五十四両；四尺仝，二，青蓋，三十六両；四尺仝，四，枝山，七十二両；
四尺仝，一，肱水，十八両，計十件百八十両，加磨墨。仝書，四尺対，一，肱水，八両；五尺横，一，
十六両；四尺横，一，鉄山，十二両，計三件，合計二百二十二両二仙。三百十一元○ハト，内百四十元，
19）	「ごうきん」の読み方で，結婚を意味する。「巹」は瓢を縦に二分して作った杯。昔中国で新郎新婦がそれで祝いの
酒を酌んだところから夫婦の縁を結ぶこと。
20）	『山本竟山先生	五十回忌追悼記念展図録・作品集』，大橋成行，山本竟山先生	五十回忌追悼会，1983年，98頁。
21）	『大正癸丑蘭亭会百周年記念～近代日本における翰墨の盛典～』図録，二玄社，2013年，69頁。
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西山氏ヨリ入手」という記録が残されている。
図19 図20 図21 図22
　六鹿，青蓋，枝山，肱水，鉄山諸氏からの呉昌碩書画の購入依頼を受け取り，入手した各々の値段，
総額，その中に西山の分担した金額を記録している。西山は，竟山の弟子井上西山（生卒不詳）で，中
国へ同行した一員であった。京都渡辺家に所蔵される竟山の行書「此地集同仁會，今歲當大有年」（図
22）は，大正十（1921）年元旦，竟山が西山に贈呈した揮毫書であった。竟山は，上海，蘇州，杭州，
紹興などの江南地域以外にも，鉄道や水路を利用して各地22）へ赴き，金石碑版や書画を蒐集し続け，友
人間のネットワークをより一層深めたのである。
五，呉昌碩への愛着
1 ，和漢法書展覧会への出展
　大正二（1913）年十二月四日に京都岡崎の府立図書館で，竟山は和漢法書展覧会を主催し，翌年 2月
10日油谷博文堂から，展示品の中でも特に優れた107件を収録する『和漢法書展覧会記念帖』が出版され
た。『記念帖』に収録された長尾雨山の出品作の中に，「清吳昌碩俊卿四屏幅之二在上海，長尾雨山君」
という作品があるが，呉昌碩が揮毫した石鼓文である。長尾雨山23）（1864～1942）は，竟山とかなり親交
22）	天津，北京，大連，植民地朝鮮の京城，釜山，ハルビンなどにも足跡を残した。
23）	名は甲，近代日本の漢学者・書家・画家・篆刻家である。竟山とは親しい間柄である。1903年から1914年まで，当
時，中国最大の出版社であった商務印書館の招聘に応じて，編集顧問となり，中国最初の中等教科書の編纂に従事
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の深かった文人であり，1903年から1914年まで，中国上海の商務印書館に勤務していた。書画鑑定に秀
でた雨山は，中国の文人や学者，収蔵家と交遊し，長年養った優れた鑑賞眼で多くの書画珍品を蒐集・
鑑識した。当時の雨山は，呉昌碩ともっとも親交を保った日本人であることが松村茂樹氏の研究24）に窺
える。図23の呉昌碩作品に関する竟山宛雨山の書簡（図24）が一通残されており，法書会への展示を斡
旋したことに言及している。
図23 図24
図24釈文　拝啓，法書会御開ニ付，瞻御多悩ト奉存候。御盛会を拝観不相叶事，遺憾之至ニ候。李
東陽幅ハ今晩開帆之近江丸之内託送致候召。御詧収可被下候。当又呉缶盧画二件ト恰モ昨日先生送
来リ候，故東陽箱内ニ入レ差上候。是亦御査収可被下候。右御預リ申候潤筆，日本金拾五圓之内，
缶盧潤筆八両，磨墨四銭，即洋銀十一弗七角六分二相成候処。端銭丈加々，十二弗御渡申候。紙ハ
手元の物を用候故，御心配ニ不及候。残餘金三圓四十五銭返上致候。甚御面倒恐縮ニ奉存候共，併
東陽幅の外箱を京都尓て御作らせ被下度候，内箱蓋ニハ名流ニ題簽を頼み可申積リニ候。実ハ裱装
モ日本尓て改めたしと存居候へ共，これハ緩々の事ニ可致候。書作後音。不一。　竟山先生侍史。十
二月廿二日。弟甲頓首。
　図24の書簡では，雨山が法書会を観覧できなくて残念だと竟山に伝えており，また，竟山が依頼した
呉昌碩の画作二点（図23）が届き，併せて東陽書の箱に入れて郵送したことを伝えている。さらに，呉
昌碩の潤筆料や表装，内箱の題簽などの細かい説明とアドバイスを雨山は竟山に与えている。
2 ，篆書の臨書と創作
　現存する竟山の篆書作品は少ないが，それらは例外なく，大正元年（1912）以降，つまり呉昌碩と二
回目に出会って以後の作品である。石鼓文臨書を根幹とした呉昌碩の書は，重厚さと飄逸さとがうまく
混ざり合い，篆刻と石鼓文を徹底的に学んで得た「金石の味」が加わった強烈な個性を現出している（図
26）。竟山は北碑書法の影響を受け，大字の楷書と隷書を善くし，豪毅かつ重厚な書風を満たしている
した。後に京都に帰って，平安書道会副会長などを務めた。
24）	「呉昌碩と長尾雨山」，『呉昌碩研究』松村茂樹著，東京：研文出版，2009年，223～245頁。
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が，石鼓文・篆書をモデルにした臨書と集字は率直であり厚みがある。しかし，竟山は呉昌碩の書を模
倣することなく，全体的に異様な雰囲気を表現した。濃墨で筆力遒勁な呉昌碩の金石風と違い，時に枯
れ筆で身につけてきた古典と自身の美的観念による素朴さといったものを加えたものである（図25）。そ
れぞれに濃淡と潤渇の手法で，墨の本来の美しさを表しているといえよう。加えて，竟山の落款は，呉
昌碩の密集した字画と，文字からなる書きぶりとはかなり異って，空間をとった緩やかな印象を特徴と
する。呉昌碩の豪快な筆致と対照的に，温厚にして精緻な作風である。
図25 図26 図28
3 ，昌碩作品の調達と蒐集
　すでに前節に紹介したように，竟山が昌碩を三度目に探訪した時の日記においては，友人のために昌
碩書画を代理購入したことが記されている。竟山日記のほか，書簡にも昌碩作品の調達に触れている。
次に，竟山の師日下部鳴鶴の一通の書簡を取り上げ，昌碩作品の調達の様子を明らかにしたい。
図27　釈文（前略）扨昌碩書画，前便申上候通リ正ニ査収，何レモ妙出来，殊ニ墨梅ハ傑作ニテ，
欣賞不能措，直ニ表装ニ遣し置申候。印モ刻シ呉ラレ候由，印影御示し，依例甚高雅，東作名印殊
ニ妙ヲ覚へ候。清閑堂引首印之堂室両家，何レニテモ更ニ不妙，御安心被下度候。昌碩御逢之節，
厚御謝シ被下度候。（後略）
　鳴鶴は，呉昌碩の書画の査収，特に「墨梅」が傑作であると竟山に伝えており，昌碩が彫った印も優
れていることから，清閑堂25）に一番品がいい印であると称賛した。三円半の潤筆料が誠に安いと鳴鶴は
述べているが，実は文人出身の職業画家の呉昌碩にとっては，潤格を定めるのは容易ではなかったとい
25）	鳴鶴の室号で，三条実美からもらった「漫然清世一閑人」によるものである。
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う26）。また，呉昌碩に会う節に，ぜひ感謝の意を伝えてくださいと竟山に依頼している。
　さらに，前掲の呉昌碩の書画と書簡資料以外に，山本家が所蔵する昭和九年（1934），『故山本竟山先
生遺愛品及某家入札』の図録（図28）に，「画：呉昌碩（以下省略）「寒林山水」絖本，「案頭清興」絖
本，「石」絖本，「墨梅」畫帖，「墨竹」，「木蓮」，「竹石」，「桃花」，「墨梅」，「雪中山水」，「三寒之友」；
書 :「二幅對」，「書幅」，「書	二幅對」，「書」，「書	聯掛」」など数点の呉昌碩が作品を記録されている。竟
山の売立品は千数百点に達し，図録に収録されていたのは，まさに氷山の一角と言えるだろう。竟山は，
蒐集家として終始呉昌碩の書画に愛着を持ち，さらに呉昌碩をめぐる日中文化の交流に尽力していた。
おわりに
　明治・大正・昭和にわたった竟山の七回の中国遊学において，呉昌碩との実りある三回の面会があっ
た。竟山の中国文人ネットワークの形成において，呉昌碩は重要な役割を果たした。二人は碑学を極め
る共通点を有していた。呉昌碩は人に対しては誠をもって，書家としての視野を広げさせるために，多
くの文人たちを竟山するとともに，芸術に対する心のこもった態度で竟山を激励した。竟山の方も，憧
れの呉昌碩に対して尊敬の念を表し，度々作品を求めて購入したりして，芸術創作の精神を会得してい
った。金石碑版に対する審美眼と探究心を養えたことは，実物を蒐集するにも代えがたい経験であり，
呉昌碩との交友によって益することは大であっただろう。呉昌碩の紹介で金石碑版・書画を蒐集して日
本に持ち帰り，近代日本書道の振興と日中文化交流に尽力した竟山の功績は大きい。
　一方，アヘン戦争（1840年）を切掛とする開港以来，上海は国際貿易港として急速に発展し，経済の
余裕が増し，書画市場も著しく成長を遂げていた。後の1850年太平天国の乱，1894年日清戦争，1899年
義和団事件，1911年辛亥革命，1912年中華民国の成立などを経て，特に大正期以降，職業書画家として
の呉昌碩の優れた書画が日中両国に広がり，呉昌碩ブームが両国を席巻した。呉昌碩は，多くの日本人
士と交流し，また，彼らによる昌碩の書画印章の蒐集活動を通して日本で名を馳せた。松村茂樹氏の研
究成果を参考にすれば，呉昌碩が90名以上の日本人と交流したことが分かる27）。そのうち，関西で活動し
26）	呉昌碩の潤格について，松村茂樹の研究「呉昌碩の潤格」（『呉昌碩研究』（研文出版，2009年，33—56頁）に詳しい。
27）	松村茂樹「日本文化界呉昌碩関連年表」，『人間生活文化研究』No.26，2016年，202～205頁：円山大迂／北方心泉／
図27（年月不詳，封筒なし）
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ていた人物として，山本竟山，長尾雨山，内藤湖南，富岡鉄斎父子などを挙げることができる。竟山は
関西書道界の重鎮として，呉昌碩の日本での受容において看過できない人物である。呉昌碩書画の購入
と普及を通して，激動の時代に呉昌碩を支えたキーパーソンとなったといえるだろう。
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